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５年生は，コロナ禍において中止せざるを得なかった校外

宿泊学習の代わりに，そこで体験するはずだった様々な体験

活動をできるだけ実現させたいと考えました。そこで，校外



しかし，だんだんと時間が経っていくと，楽しいばかりで

はなくなってきました。楽しい仕掛けを考えているのに，考

えた通りにうまく運べない。チームの中でも，それぞれが好

きなものを作ってしまい，一つのコースとして組み合わせる

ことができない。チームとチームのつながりを考えていな

かったために，コースがつながらない。様々な問題が噴出し

てきました。

教師側としては，そうなってからがチャンスと考えていま

した。教師のマインドセットとして，うまくいかないことを

いかに乗り越えていくかを見守り，支援していくということ

を大切にしました。教師が直接手を貸して問題を取り除くこ

とが簡単なことですが，それをしないことで，子どもたちの

力を伸ばしたいと考えました。

子どもたちは，レジリエンスを発揮して，何度も試行錯誤

することでクリアする子，チームで相談したりチーム間で話

し合ったりしてコラボレーションすることで乗り越えた子，

泣く泣くアイデアをいったん諦め，他の方法を探ることで先

に進もうとする子，いろいろな姿を見ることができました。
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この活動のふり返りとして子どもたちはこんなことを考

えました。

Ａ児は，「全然うまくいかなくてすごくいやだったん

だけど，最後までやめることなく一生懸命できたのでよ

かった」と言っています。粘り強く取り組むことでやり

とげることができたと考えていました。

Ｂ児は、「途中うまくいかなくていらいらしてしまっ

て諦めそうだったけど，みんなとしていたから楽しくて，

最後失敗していたところもあったけど，やり遂げられて

うれしかった」と書いています。友達とみんなで取り組

むからこそのよさについて感じており，コラボレーショ

ンする力が大切だったと考えたようです。

Ⅽ児は、「なかなかうまくいかない装置をどうやった

らスムーズにいくかを頭を柔らかくして完成に近づけた

ので，発想力が大切だと思いました。」またＦ児は「途

中，視野が狭くなってしまい，自分中心の考え方になっ

てしまった。」つまり，広い視野でものごとを考えるこ

とが必要だと考えているようです。

このように，子どもたちは，同じレジリエンスについ

てふり返っているのに，様々な視点からレジリエンスに

ついて捉えていました。「レジリエンス」と一言で言っ

ても，その内容は多岐にわたります。単元の導入で，自

分たちにとってレジリエンスとはどんな力なのかを自分

たちの言葉でキーワード化したことによって，子どもた

ちは自分なりの考えに基づき，困難な状況の乗り越え方

を考えることができました。
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